
予算総額 補助総額

【内容】 参加者
7月 9名
8月 19名
9月 14名
10月 14名
11月 9名
12月 6名

想定以上 想定通り 想定以下
1 ○
2 ○
3 ○
4 ○
5 ○
6 ○
7 ○
8 ○
9 ○
10 ○

第5回「契約のはなし」

第6回「かんたんクッキング」

【成果】
本事業を通して、子どもたちは自立生活能力を高めるとともに、施設を退所後に困ったときに
は、こちらへも相談できるよう顔の見える関係づくりが出来ました。
また、施設側からは高い評価と次年度以降も実施してほしいという要望が出ています。

【次年度の展望】
平成27年度は、「退所前学び事業」に加えて、児童養護施設等を退所した子どもや若者が、社
会的に自立した生活が送れるようになることを目的に、「アフターケア相談所」を設置し、居場所
の提供、生活支援、就労支援、住居支援等様々な支援を行います。
こうした平成27年度の実績をもって、担当課と協力して平成28年度以降は「アフターケア事業」
としての事業化を目指します。

岡山市市民協働推進モデル事業　評価表/公開用 終了編

事業名 児童養護施設等退所前学び事業
団体名 特定非営利活動法人子どもシェルターモモ
担当部署名 こども総合相談所/こども企画総務課

すべての工程を丁寧に進行できましたか？
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700,000 560,000 記入日 2015/4/20

【課題】
これまで児童養護施設での退所前教育は必要と認識されながらも、施設では行き
届いていないのが現状です。しかし、児童養護施設等を退所してひとり暮らしを始
めた子どもたちは、戻る家庭がなく、自らの力だけで生きていかざるを得ません。そ
のため、困難に遭遇した場合、孤立してしまい、生活が破たんし、さらなる困難を抱
え込むようになる若者が少なくありません。

【ニーズ】
平成25年度の岡山市内の児童施設退所者に向けたアンケートより、回答者の46％
が困ったときの相談相手は「暮らしていた施設の職員」との解答でした。しかし、現
在の人員配置では職員個人のボランティア精神に頼らざるを得ない状態であり、職
員個人で個々のトラブルに対応するには限界があります。

【解決法】
退所児童へのアフターケアを実施するにあたっては、まず、現在児童養護施設等
に入所している子どもや施設側との関係づくりが必要です。このことから本年度は、
児童養護施設等に入所している15～19歳の子どもに対し、退所後の社会生活を送
るうえでの必要な知識や社会常識等を学ぶ講座を開催することとしました。

「事業実施前の岡山市の状況」
文章、数値、図等により事業実施前の岡山市の状況を表してください。岡
山市（担当課）やその他の利害関係者との関係性も記載してください。

「事業実施後の岡山市の状況（成果）」
文章、数値、図等により事業実施後の岡山市の状況を表してください。岡山市（担当
課）やその他の利害関係者との関係性の変化や協力状況なども記載してください。

内容

第1回「先輩たちのはなし」

第2回「仕事のはなし」

第3回「お金のはなし」

第4回「保険・年金のはなし」

決算は概ね予算通りの収支となりましたか？
協働による相乗効果が発揮されましたか？
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NO. 評価項目

事業はスケジュール通り進行しましたか？

当初の想定通りに利害関係者を巻き込みましたか？
団体と担当部署の情報共有は積極的に図られましたか？

当初の想定通りに相互の強みが発揮されましたか？
当初の想定通りに役割分担が行われましたか？

事業の定量目標は予定通り達成できましたか？

自己評価
改善案（想定以下の場合）

事業の定性目標は予定通り達成できましたか？


